
家庭教育支援室はぐルーム講演会「子どもの気持ちに寄り添う親の関わり方」Ｑ＆Ａ

Ｑ.仕事（獣医師）を休職中の娘の接し方についてご助言を頂けましたら幸いです。よろしくお願いいたします。

Ｑ.不登校の娘との関わり方
弟への配慮はどうしたらよいか

Ｑ．発達特性のある子どもには、どのような寄り添い方が効果的でしょうか？(ASDとADHD高校生男子)




関谷先生

Ａ.休職中の方や発達特性のある方については、まず主治医の先生に相談し、その方に合った支援や関わり方について指導を受けることが大切です。不安になったり迷ったりすることもあると思いますが、医療機関とも信頼関係を築きながら相談していただければと思います。

不登校のお子さんのきょうだいについては、きょうだい同士を比較したり、「弟は頑張って学校に行っている」といった声掛けをしたりすることは避けてほしいと思います。その一方で、きょうだいのためだけの時間をとってほしいと思います。それは特別に時間を設けなくても一緒に食事をしながら「おいしかったね」「明日は何を食べたい？」と話すなど、日常の何気ない時間を大切にしていただければ十分です。

[bookmark: _GoBack]また、きょうだいに対して必要以上に深掘りするのではなく、その子の気持ちや存在をそのまま受け止めることが大切です。「あなたのことを大切に思っている」という気持ちを持って日々接することで、安心して生活できるようになるのではないかと思います。

そして、子どもへの関わりだけでなく、保護者の皆さん自身のケアもしっかりしていただきたいと思います。
